
（仮称）「動物のいる自然の森公園」のあり方について　概要版� ５�

郷土の水辺（郷土の動物ゾーン）の展示イメージ�

展示内容�

このゾーンでは、生態的に多様で、かつ景観的にも魅力的な水辺の自然環境をテーマとして、�
水と陸の境界領域で展開される様々な動物の生活や共生の姿を展示する。また現況ため池の、�
水辺の環境整備や水質改善を行うことにより、動物や昆虫の誘致を行い、園内の自然度向上と�
自然観察空間の創出を図る。�

展示方法�

普段、目にすることのできない水中の世界をガラスで見せたり、水面にできるだけ近づくこ�
とのできる木製デッキを設けることにより、来園者が水の世界を体感できる展示を展開する。�

園内配置�

現況ため池を中心に、隣接するバードハウス（既存施設）を取り込んだエリアとする。�

動物種�

現在の展示動物から、水辺や草地など平野部に生息する鳥類を中心に選定する。�

「郷土の水辺」の展示構成�

池の一部には、展示用のプールを設け�
�水生昆虫や魚類の観察がいつでも行え�
�る部分を設ける。�
�

池底をさらい、水湿生植物を植栽する�
�ことにより、水質の浄化を図る。�

より近づいて観察ができる�
�木製デッキを設ける。�
�

鳥の好む実のなる木や隠れ場所となる�
�草などを植栽し、野鳥の誘致を図る�
�

多様性豊かな環境を創出するため、池の護�
�岸や池底は、人工的な材料を用いず自然素�
�材による整備を行う。�
�

［生物誘致環境の整備］�
�　野鳥、両生爬虫類、魚類�
�　水生昆虫など�
�

現況ため池周辺�
��
�［生物誘致環境の整備］�
�　野鳥、両生爬虫類、魚類�
�　水生昆虫など�
�

現況バードハウス�
��
�バードハウス内は、ため池が連続して�
�いる様に環境整備し、湿地環境に生息�
�するコウノトリ類やツル類など屋外で�
�放し飼いできない大型鳥類を展示する�
�

八つ橋�
�

ウォークイン園路�
�


